
  

  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,207  133.4  77  －  95  －  55  －

22年３月期第１四半期  517  △34.3  △140  －  △68  －  △92  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  4  43  －      

22年３月期第１四半期  △7  34  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  9,126  6,313  69.2  503  16

22年３月期  8,648  6,316  73.0  503  33

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,313百万円 22年３月期 6,316百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      1 00  1  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  1 00 －      2 00  3  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,300  151.5  150  －  200  －  190  －  15  14

通期  4,000  55.7  200  －  280  －  250  －  19  92



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

 （１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ① 会計基準等の改正に伴う変更：有 

  ② ①以外の変更       ：無  

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］２ページ「１．当四半期の業

績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 13,200,000株 22年３月期 13,200,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 652,006株 22年３月期 651,246株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 12,548,637株 22年３月期１Ｑ 12,550,376株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の業績等に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（３）業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  3

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………  7

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

㈱菊川鉄工所（6346）平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

-1-



（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期会計期間における経済情勢につきましては、中国やインドなど新興国の経済成長に牽引される形

で、企業業績は大企業を中心として回復の兆しを見せ、設備投資も業種によっては増加傾向となっております。し

かしながら、欧州をはじめとする世界景気の先行き懸念が再び強まり、円高やデフレ傾向の影響なども伴い、引き

続き予断を許さない不透明な状況が続いております。 

 このような環境のもと当社は、木工機械・工作機械メーカーとして、国内外にて業績に関連の深い住宅産業やＩ

Ｔ関連産業などの製造工程において、地球環境に配慮した設備提案に努めると共に、それらに対応する研究開発を

進めてまいりました。 

 その結果、当社の第１四半期会計期間における売上高は、前年同期比2.3倍の1,207,892千円（前年同四半期

517,462千円）と、世界経済危機による急激かつ大幅な落ち込み状況からは回復傾向となり、損益面では営業利益

77,381千円（前年同四半期は営業損失140,677千円）、経常利益95,679千円（前年同四半期は経常損失68,104千

円）、四半期純利益は資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う40,305千円の特別損失を計上した結果55,588千

円(前年同四半期は四半期純損失92,097千円)と、それぞれ改善して黒字転換いたしました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、総資産の状況  

 当第1四半期末における総資産は、前期末に比べ477,642千円増加し、9,126,195千円となりました。これは主

に、株式市況の低迷による投資その他の資産が74,103千円減少したものの、売上増加に伴う債権回収等による現

金及び預金が287,635千円、並びに受取手形及び売掛金が199,137千円増加したことなどによるものであります。

 負債につきましては、前期末に比べ480,082千円増加し、2,812,500千円となりました。これは主に、受注増加

に伴い支払手形及び買掛金が95,481千円並びにその他に含まれている前受金が199,557千円、未払金が98,690千

円それぞれ増加したことなどによるものであります。 

 また、純資産につきましては、前期末に比べ2,440千円減少し、6,313,695千円となり、自己資本比率は69.2%

となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第1四半期会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、1,512,075千円となり、前

期末より227,635千円増加しました。 

 当第1四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果として得られた資金は308,981千円（前年同四半期は372千円の使用）となりました。これは主

に、売上債権、仕入債務及び前受金の増加によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果として使用した資金は64,760千円（前年同四半期は69,236千円の獲得）となりました。これは

主に、定期預金の増加によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果として使用した資金は、10,731千円（前年同四半期は31,787千円の使用）となりました。これ

は主に、配当金の支払によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 今後の業績見通しにつきましては、世界経済危機からの回復傾向が、更に幅広い分野において波及することが期

待されますが、国内においては、雇用情勢の明確な改善は未だ見られず、新設住宅着工戸数においても回復の実感

は乏しく、また海外市場に目を向けても、急速に進む円高ドル並びにユーロ安などの為替相場の不透明な要素もあ

り、予断を許さない状況が続くものと思われます。 

 このような経済環境のもと、当社といたしましては、地球環境保護や各種業界の新たなニーズにマッチした魅力

ある製品の開発並びに拡販に努めると共に、内製化とコストダウンの拡大による変動費の圧縮、更には諸経費の削

減を同時に推進し、経営体質と収益状況の改善を目指す所存であります。 

 なお、第２四半期累計期間及び通期での売上高ならびに損益面につきましては、平成22年３月期決算発表時(平

成22年５月13日)から、現時点において変更はありません。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと比べ著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

②たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ20千円減少し、税引前四半期純利益は、40,325千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は40,305千円であります。 

  

②表示方法の変更  

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）  

 前第１四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「未払金の増減額」、「未払費用の増減額」及び「前受金の増減額」は重要性が増加したため、当第１四

半期累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期累計期間の「営業活動によるキャッシュ・

フロー」の「その他」に含まれる「未払金の増減額」は7,367千円（増加）、「未払費用の増減額」は67,510千

円（増加）及び「前受金の増減額」は43,856千円（減少）であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報

㈱菊川鉄工所（6346）平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

-3-



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,653,075 4,365,440

受取手形及び売掛金 669,957 470,820

有価証券 49,995 49,995

製品 413,000 192,266

仕掛品 217,502 383,291

原材料及び貯蔵品 207,142 208,816

その他 69,321 44,489

貸倒引当金 △1,116 △763

流動資産合計 6,278,879 5,714,356

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,103,242 1,103,242

その他（純額） 483,685 496,249

有形固定資産合計 1,586,928 1,599,492

無形固定資産 2,641 2,854

投資その他の資産   

投資有価証券 750,908 824,483

その他 511,149 511,677

貸倒引当金 △4,311 △4,311

投資その他の資産合計 1,257,745 1,331,849

固定資産合計 2,847,316 2,934,196

資産合計 9,126,195 8,648,553
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 590,030 494,548

未払法人税等 2,269 3,664

賞与引当金 30,240 67,520

役員賞与引当金 3,750 －

その他 832,560 423,446

流動負債合計 1,458,850 989,180

固定負債   

繰延税金負債 89,319 116,204

退職給付引当金 985,720 990,923

役員退職慰労引当金 238,285 236,110

資産除去債務 40,325 －

固定負債合計 1,353,650 1,343,237

負債合計 2,812,500 2,332,417

純資産の部   

株主資本   

資本金 660,000 660,000

資本剰余金 411,311 411,311

利益剰余金 5,379,402 5,336,363

自己株式 △206,940 △206,814

株主資本合計 6,243,773 6,200,859

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 69,921 115,276

評価・換算差額等合計 69,921 115,276

純資産合計 6,313,695 6,316,135

負債純資産合計 9,126,195 8,648,553

㈱菊川鉄工所（6346）平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

-5-



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 517,462 1,207,892

売上原価 439,816 749,576

売上総利益 77,645 458,315

販売費及び一般管理費 218,322 380,933

営業利益又は営業損失（△） △140,677 77,381

営業外収益   

受取利息 5,322 2,482

受取配当金 7,370 8,093

投資有価証券評価差益 14,357 －

助成金収入 40,119 12,797

その他 5,788 3,764

営業外収益合計 72,958 27,139

営業外費用   

支払利息 32 156

投資有価証券評価差損 － 2,005

為替差損 256 6,582

リース解約損 86 71

その他 10 25

営業外費用合計 385 8,841

経常利益又は経常損失（△） △68,104 95,679

特別損失   

固定資産除却損 － 9

投資有価証券評価損 24,582 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40,305

特別損失合計 24,582 40,315

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △92,686 55,363

法人税、住民税及び事業税 466 466

法人税等調整額 △1,055 △690

法人税等合計 △589 △224

四半期純利益又は四半期純損失（△） △92,097 55,588
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△92,686 55,363

減価償却費 14,218 17,526

貸倒引当金の増減額（△は減少） 253 353

賞与引当金の増減額（△は減少） △43,950 △37,280

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 3,750

退職給付引当金の増減額（△は減少） △31,610 △5,202

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,362 2,175

受取利息及び受取配当金 △12,692 △10,576

支払利息 32 156

投資有価証券評価損益（△は益） 24,582 －

投資有価証券評価差損益(△は益) △14,357 2,005

固定資産除売却損益（△は益） － 9

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40,305

売上債権の増減額（△は増加） 108,339 △199,137

たな卸資産の増減額（△は増加） 67,874 △53,271

仕入債務の増減額（△は減少） △64,238 95,481

未払金の増減額（△は減少） － 96,747

未払費用の増減額（△は減少） － 110,249

前受金の増減額（△は減少） － 199,557

助成金収入 △40,119 △12,797

その他 71,283 △20,592

小計 △10,707 284,823

利息及び配当金の受取額 12,692 10,576

助成金の受取額 － 16,446

利息の支払額 △32 △156

法人税等の支払額 △2,325 △2,708

営業活動によるキャッシュ・フロー △372 308,981

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 90,000 △60,000

有形固定資産の取得による支出 △20,764 △4,760

投資活動によるキャッシュ・フロー 69,236 △64,760

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △110 △125

配当金の支払額 △31,677 △10,605

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,787 △10,731

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29 △5,854

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,046 227,635

現金及び現金同等物の期首残高 868,245 1,284,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 905,291 1,512,075
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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